




　
第
７
次
エ
ネ
基
の
ポ
イ
ン
ト
や
第
６
次
か
ら

　
の
変
更
点
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
２
０
２
１
年
の
第
６
次
エ
ネ
基
以
降
、ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
な
ど
世
界
的
な
動

き
に
よ
っ
て
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
は
大
き

く
変
化
し
ま
し
た
。ま
た
、Ｄ
Ｘ（
※
1
）
や
Ｇ

Ｘ（
※
2
）な
ど
の
進
展
で
、結
果
と
し
て
電
力

需
要
へ
の
シ
フ
ト
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル（
Ｃ
Ｎ
）に
向
け
た
取
り
組

み
が
世
界
各
国
で
拡
大
す
る
中
で
日
本
も
多

様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
な
ど

も
踏
ま
え
、第
７
次
エ
ネ
基
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。具
体
的
に
は
２
０
５
０
年
Ｃ
Ｎ
実
現
に
向

け
、２
０
４
０
年
度
温
室
効
果
ガ
ス
を
約
70
％

削
減
（
２
０
１
３
年
度
比
）す
る
目
標
が
掲
げ

ら
れ
る
と
と
も
に
、こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い

徹
底
し
た
省
エ
ネ
に
加
え
、
C
N
実
現
に
大
き

く
寄
与
す
る
電
化
や
非
化
石
転
換
が
今
ま
で

以
上
に
重
要
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
電
力
需
要
増
加
へ
の
対
応
や
安
定
供

給
を
図
る
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
再

エ
ネ
）な
ど
の
脱
炭
素
電
源
を
最
大
限
活
用
し

な
が
ら
も
、特
定
の
電
源
や
燃
料
源
に
依
存
し

な
い
よ
う
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
電
源
構
成
を
目

指
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
産
業
政
策
の
一
体
的
な
構
築

に
向
け
て
、Ｇ
Ｘ
実
現
へ
の
中
長
期
的
な
取
り

組
み
と
し
て
策
定
さ
れ
た
「
Ｇ
Ｘ
２
０
４
０
ビ

ジ
ョ
ン
」と
の
連
携
も
重
視
し
て
い
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画（
エ
ネ
基
）と
は
、

　
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
に
関
す
る
施
策
の

長
期
的
、総
合
的
、計
画
的
な
推
進
を
図
る
た

め
の
基
本
と
な
る
計
画
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

基
本
法
に
基
づ
い
て
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。エ

ネ
ル
ギ
ー
情
勢
の
変
化
な
ど
に
対
応
し
て
概
ね

3
〜
4
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
、「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」

の
考
え
方
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。「
安
全
性

（
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
）」を
大
前
提
に
、「
安
定
供

給
、エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障（
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ 

Ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ
）」「
経
済
効
率
性
、低
コ

ス
ト（
Ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｃ 

Ｅ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ

ｃ
ｙ
）」「
環
境
適
合（
Ｅ
ｎ
ｖ
ｉ
ｒ
ｏ
ｎ
ｍ
ｅ

ｎ
ｔ
）」を
目
指
し
て
お
り
、３
Ｅ
の
重
心
の

置
き
方
は
時
代
に
よ
り
変
化
し
て
い
ま
す
。

「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」の
達
成
を
目
指
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本
方
針

電
力
需
要
の
増
加
に
対
応
し

脱
炭
素
電
源
を
最
大
限
に
活
用

北
海
道
に
根
差
し
た

「
Ｇ
Ｘ
×
地
方
創
生
」を
推
進

特集

　
北
海
道
で
は
、ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

　
進
め
て
い
く
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
北
海
道
は
風
力
・
太
陽
光
・
地
熱
・
バ
イ
オ
マ

ス
な
ど
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
再
エ
ネ
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
た
め
、新
た
な
技
術
を
取
り

入
れ
な
が
ら
最
大
限
の
導
入
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
、地
域
と
の
共
生
で
す
。

各
地
域
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
再
エ
ネ
へ
の
理

解
や
普
及
拡
大
を
進
め
、経
済
成
長
や
地
域
課

題
の
解
決
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え
で
す
。

　
北
海
道
経
済
産
業
局
で
は
局
内
横
断
的
な
Ｇ

Ｘ
推
進
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、Ｇ
Ｘ
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
展
開
中
で
す
。テ
ー
マ
ご
と

に
７
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

課
が
担
当
す
る
脱
炭
素
電
源
グ
ル
ー
プ
で
は
地

域
理
解
の
促
進
や
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
活
用
促
進

な
ど
を
進
め
る
ほ
か
、Ｇ
Ｘ
に
よ
り
地
域
課
題

を
解
決
す
る
モ
デ
ル
を
創
出
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。ま
た
、Ｇ
Ｘ
を
身
近
な
も
の
と
し
て

捉
え
て
い
た
だ
く
た
め
、地
域
に
根
差
し
た
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
取
組
事
例
を
北
海
道
経
済

産
業
局
独
自
の
表
彰
制
度
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
通

じ
て
創
出
し
、「
Ｇ
Ｘ
×
地
方
創
生
」を
積
極

的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
身
近
に
で
き
る
G
X
の
取
り
組
み
と
し
て
皆

さ
ん
に
ま
ず
始
め
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、や
は

り
省
エ
ネ
で
す
。国
の
ほ
か
自
治
体
の
支
援
制
度

も
充
実
化
し
て
い
ま
す
か
ら
、是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。私
た
ち
も
省
エ
ネ
と

電
化
・
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
の
取
り
組

み
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

2050 2040 2030 2025

脱炭素電源を拡大・活用し
産業政策と一体的な構築を

2040年に向けたエネルギー政策の方向性

2025年2月に策定された「第7次エネルギー基本計画」のポイントなどについて、
北海道経済産業局資源エネルギー環境部エネルギー対策課の髙橋育男課長にお聞きしました。

水素グループ

道内の水素・アンモニア活用拡大に向け、製造・供
給拠点等のサプライチェーンの構築支援や、多様
な規模・用途での水素等の需要創出を支援する。

脱炭素電源グループ

北海道のポテンシャルを活かした再生可能エネル
ギーの導入や、安全確保を大前提とした原子力の活
用について、自治体等との連携・理解促進を図る。

エネルギーマネジメント推進グループ

再生可能エネルギーの効率的な活用や更なる
導入を促すため、系統用蓄電池の導入やディ
マンドリスポンス等の取組拡大を支援する。

CCSグループ

CCS関連技術の研究開発等の円滑な実施に向けた
環境整備のため、地域との連携及び理解促進に取
り組み、多様なCCS事業モデルの確立を目指す。

中小企業GX支援グループ

GX推進機構：北海道デスク

NEDO：北海道NEDOデスク

JOGMEC：
洋上風力調査北海道連絡事務所

Team Sapporo-Hokkaido

中小企業関係団体や金融機関等と連携し、中

小企業・小規模事業者のカーボンニュートラ

ルやGXの理解促進及び取組への支援を行う。

北海道、札幌市など21機関で構成された
産学官金のコンソーシアム

地域産業GX支援グループ

食・観光やものづくり等の所管業種に施策情報を
提供。また、データセンター等の設備投資を予定
している事業者の脱炭素の相談等に対応する。

総括グループ
各グループの業務の進捗把握や情報共有のため、全体会議やグループ長会議の運営等、
GX 推進チーム全体の業務を円滑にするための企画・調整を行う。

連携

連携

連携

連携

北海道経済産業局におけるGX実現に向けた取組み

GX推進チーム（7グループ）

出典:資源エネルギー庁「2040年度におけるエネルギー需給の見通し（関連資料）」

出典:資源エネルギー庁「2040年度におけるエネルギー需給の見通し（関連資料）」

第7次エネルギー基本計画で示された見通し

■電力需要・電源構成

■エネルギー起源
　CO2排出量

電力需要
0.99兆kWh

電力需要
産業

発電電力量
1.08兆kWh 電力需要

0.90兆kWh

発電電力量
1.00兆kWh

電力需要
0.9～1.1兆kWh程度

発電電力量
1.1～1.2兆kWh程度

2013年度（実績）

12.4億tCO₂

2013年度（実績） 2022年度（実績）

2022年度（実績）

9.6億tCO₂

業務

家庭 運輸

産業 業務

家庭

その他転換

CO₂回収量

運輸

発電電力量
原子力火力

再エネ

エネルギー起源CO₂排出量

2040年度
(見通し)

2040年度(見通し)

0.6～1.2億tCO₂程度
CO₂回収量

※1 DX（デジタルトランスフォーメーション）：デジタル技術を活用して、ビジネスモデルや組織構造、業務プロセスを根本から変革すること
※2 GX（グリーントランスフォーメーション）：カーボンニュートラルに向けて、エネルギー・産業構造を転換すること

GX 投資の推進
情報収集・発信
案件発掘など

GX 関連プロジェクト発掘
次世代半導体支援
スタートアップ育成など

洋上風力サイト調査
地元自治体等との
関係構築など

3.6～3.7億tCO₂
程度省エネ・電化・

非化石転換

約70%削減

●産業・運輸で電力需要が増加
●原子力・再エネ等の脱炭素電源が拡大

0.36兆kWh

4.6億tCO2

2.3億tCO2

2.0億tCO2

2.2億tCO2

1.0億tCO2

3.5億tCO2

1.8～2.0億tCO2程度
0.4～0.5億tCO2程度
0.4～0.6億tCO2程度
0.4～0.8億tCO2程度

0.1～0.2億tCO2程度

1.8億tCO2

1.6億tCO2

1.9億tCO2

1.0億tCO2

0.32兆kWh

0.29兆kWh

0.02兆kWh

0.32兆kWh

0.31兆kWh

0.26兆kWh
0.02兆kWh

0.38～0.41兆kWh

0.29～0.30兆kWh

0.23～0.26兆kWh

0.04～0.10兆kWh

88.3％

10.9％
0.9％

72.6％

21.8％

2割程度

３～４割程

４～５割程5.6％
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経済産業省　
北海道経済産業局
資源エネルギー環境部
エネルギー対策課
課長 
髙橋育男 氏



　
２
０
２
４
年
11
月
に
開
園
し
た「
に
じ
い
ろ
」

は
、幼
稚
園
と
保
育
所
の
良
さ
を
併
せ
持
つ
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
。施
設
内
に
は
小
清

水
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
併
設
さ
れ
、幼

児
教
育
・
保
育
と
子
育
て
支
援
機
能
を
集
約
し

て
町
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く「
共

育
て
」の
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
施
設
は
、以
前
の
町
立
保
育
所
が
抱
え
て

い
た
老
朽
化
、狭
小
、複
雑
な
建
物
形
状
な
ど

の
問
題
の
解
消
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
時
も

非
常
時
も
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」の
考
え
方
が
取
り
入
れ
ら

れ
ま
し
た
。子
ど
も
・
保
護
者
・
職
員
な
ど
利

用
す
る
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
の
日
常
時
の
価

値
を
高
め
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
災
害
時
に
も

役
立
つ
こ
と
を
考
慮
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛

け
や
仕
組
み
を
盛
り
込
み
、（
一
社
）フ
ェ
ー
ズ

フ
リ
ー
協
会
よ
り
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
認
証
を
取

得
し
ま
し
た
。

　
小
清
水
町
は
２
０
２
３
年
、豊
か
な
自
然
の

恩
恵
を
確
実
に
未
来
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、持
続

可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣
言
。新
施
設
は
こ
の
宣
言
に

基
づ
き
、温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
可
能
な

限
り
抑
制
し
、省
Ｃ
Ｏ
2
・
省
エ
ネ
や
建
物
の

長
寿
命
化
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て

検
討
を
進
め
、保
育
施
設
と
し
て
は
道
内
第
1

号
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒｅａ
ｄｙ
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
施
設
に
は
子
ど
も
た
ち
の
安
全
性
・
快
適
性

と
省
エ
ネ
を
両
立
さ
せ
る
工
夫
が
随
所
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
高
断
熱
化
を
は
じ
め
高
効
率
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
の
全
館
暖
冷
房
空
調
に
よ
り
、
季
節

を
問
わ
ず
快
適
な
環
境
が
維
持
で
き
て
い
ま

す
。さ
ら
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
の
採
用
で
省

C
O
2
、省
エ
ネ
に
貢
献
。ま
た
床
暖
房
は
子

ど
も
た
ち
が
常
時
過
ご
す
場
所
を
選
ん
で
導
入

す
る
こ
と
で
、Z
E
B
の
達
成
に
も
寄
与
。園

庭
に
面
し
た
南
向
き
の
サ
ン
ル
ー
ム
や
高
天
井

部
の
窓
に
よ
っ
て
自
然
光
を
中
心
部
ま
で
導
い

て
い
る
た
め
、明
る
く
開
放
的
な
保
育
空
間
の

確
保
と
と
も
に
照
明
や
暖
房
の
費
用
削
減
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、建
物
全
周
に
大
き
な

庇
を
設
け
て
お
り
、夏
季
は
日
射
遮
蔽
に
よ
り

冷
房
負
荷
を
軽
減
で
き
る
ほ
か
、雨
や
日
差
し

の
強
い
日
で
も
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
施
設
」の
狙
い
通

り
に
、子
ど
も
た
ち
は
通
園
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
、出
席
率
が
高
ま
っ
た
そ
う
で
す
。ま
た
、

感
染
症
が
広
が
り
に
く
く
な
る
と
い
う
大
き
な

変
化
も
あ
り
ま
し
た
。以
前
は
一
人
が
発
症
す

る
と
ク
ラ
ス
単
位
で
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し

た
が
、今
で
は
感
染
の
収
束
も
早
く
、全
熱
交

換
器
と
高
効
率
空
調
機
の
採
用
に
よ
り
、適
正

換
気
量
の
確
保
と
省
エ
ネ
の
両
立
を
実
感
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
保
護
者
か
ら
は「
明
る
い
」「
暖
か
い
」「
子
ど

も
の
様
子
が
よ
く
見
え
る
」な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
、開
放
的
な
造
り
に
な
っ
た
こ
と
で
保
護

者
同
士
や
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

り
や
す
く
な
っ
た
点
も
好
評
だ
と
い
い
ま
す
。

保
育
室
内
の
棚
を
可
動
式
に
さ
せ
る
等
、職
員

の
働
き
や
す
さ
を
意
識
し
た
設
備
も
取
り
入
れ

ら
れ
、よ
り
充
実
し
た
保
育
・
教
育
に
取
り
組

む
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

「
共
育
て
」の
拠
点
と
し
て

教
育・保
育・子
育
て
機
能
を
集
約

省
Ｃ
Ｏ
2・省
エ
ネ
、長
寿
命
化
を

目
指
し
て
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化

子
ど
も
も
保
護
者
も
職
員
も

安
心
・快
適
に
過
ご
せ
る
施
設
に

保育室の壁を開放すると一体化した空間に。
非常時には避難スペースとして活用できます2.5m幅の庇があるので雨の日にも遊び場に。

ベビーカーも通行することができます。
木樽には、雨水をためて菜園への水やりに活用

安全に楽しく体力づくり。あきらめない心や
考える力も養います

食育を重視したガラス張りの調理室。
電化厨房機器がメインに

死角が少なく見通しの良いホールは、
子ども・保護者・職員が集う場所に

自分の遊びに集中できる隠れ家のような
空間  デン”を遊戯室の一部に設けています

電化最前線

「いつも」のことが「もしも」の時に役立つフェーズフリー

ヒートポンプを効果的に採用した
ZEB化保育施設

小清水町認定こども園「にじいろ」は道内初のZEB化保育施設で、
フェーズフリーの考え方を取り入れて誕生しました。

小清水町

問／ダイキンHVAC
ソリューション北海道（株）　
TEL.011-784-5556

問／三菱重工冷熱（株）
TEL.011-846-1261

採用機器

見える調理室

ボルダリングコーナー

隠れ家  デン”

遊戯室と壁を開放できる保育室（4・5歳児）

交流の場所”共育てホール

VRV Hシリーズ
エコキュート貯湯タンク

西川 豊人 氏

小清水町 建設課
課長

佐藤 大吉 氏

小清水町認定こども園
「にじいろ」園長

協力ご
小清水町認定こども園
「にじいろ」
〒099-3641
斜里郡小清水町元町2丁目15番45号
TEL.0152-62-2702

構造：ＲＣ造 一部Ｗ造
規模：地上１階
延床面積：1,670㎡
定員：126名

庇（ひさし）のあるテラス

ビル用
マルチエアコン
VRV Hシリーズ

室外機×4台

業務用
エコキュート
Q-ton

×1台

見える調理室

木樽

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500
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寒冷地のZEBについて、ほくでんと一緒に考えませんか？

北海道電力株式会社
バリューマーケティング部
エネルギーソリューション室
システム提案グループ
TEL.011-251-8072
E-mail:zeb-assist@hepco.co.jp

お問い合わせ

ZEB29P-00088-C

機械室

1歳児保育室 0歳児保育室 2歳児保育室 3歳児保育室
5歳児
保育室

4歳児
保育室

トイレ

トイレ トイレ

トイレ

トイレ

器具庫 事務室トイレ

光庭

調理室

書庫他 職員室

こども園入口

子育て
支援ホール

子育て
支援室

風除室

相談室

授乳室

原生花園

未満児
ホール

えほん
コーナー

サンルーム

ボルダリング

支援センター
入口

共育て
ホール 遊戯室

ステージ デン

オホーツク海

畑

藻琴山

花夕日

■空調 ■換気 ■照明 ■給湯

■外皮性能　BPI：0.55　■エネルギー消費性能　BEI：0.45
■一次エネルギー消費量　設計値：912.07GJ　基準値：2052.78GJ

省エネルギー性能 ZEB Ready（達成）

基準値

設計値

風除室

縁側テラス

じゃが
いも



森 康太郎 氏

株式会社鈴木東建
建設事業本部 営業部 設計室長

若松 直樹 氏

株式会社鈴木東建
執行役員 総務部長

協力ご

株式会社鈴木東建
〒063-0864
札幌市西区八軒４条東５丁目１番４８号
TEL.011-768-8785（代表）　FAX.011-792-9910

構造：RC造
規模：地上5階建
延床面積：1,789㎡

ZEBの検討から運用までお手伝いいたします。

北海道電力株式会社
バリューマーケティング部
エネルギーソリューション室　システム提案グループ
TEL.011-251-8072　E-mail:zeb-assist@hepco.co.jp

お問い合わせ

■空調 ■換気 ■照明 ■昇降機 ■太陽光■給湯

■外皮性能　BPI：0.51　■エネルギー消費性能　BEI：0.23（太陽光含む）
■一次エネルギー消費量　設計値：469.1GJ　基準値：2,100.7GJ

省エネルギー性能  Nearly ZEB（達成）

■鉄筋コンクリート外断熱工法のメリット
①100mm厚の断熱材で建物全体を包むことで優れた断熱性能を発揮
②ひび割れ・劣化を防ぎ、雨水や紫外線の影響を遮断するため耐久性が向上
③壁内結露のリスクを解消し、カビやダニの発生を抑制。室内温度も安定
④独自の仕上げ材は高い意匠性を持ち、建物の美観を長期間維持
⑤省エネ効果によりCO2排出量を削減。断熱材はリサイクルが可能
⑥新築施工のほか既存建物の場合は居住しながらの外壁改修にも対応

■内断熱と外断熱の比較
❶コンクリート躯体
❷接着剤
❸断熱材
　（ESP発泡系断熱材）
　100㎜厚
❹ベースコート
❺グラスファイバー
　メッシュ
❻プライマー
❼トップコート

■外断熱システム

基準値

設計値

0（-500）（-1,000） 500 1,000 1,500 2,000 2,500

熱を逃がしやすい内断熱
黄･赤色部分から熱が逃げている

熱を逃がさない外断熱

❶
❷

❸
❹❺
❻
❼

外気

室内

「Nearly ZEB」社屋誕生
災害時の活動拠点を視野に 高い省エネルギー性能を実現

電化最前線

地
域
貢
献
へ
の
姿
勢
や

高
い
技
術
力
を
社
屋
に
具
現
化

「
外
断
熱
工
法
」を
採
用
し

快
適
性
と
省
エ
ネ
を
両
立

Z
E
B
化
を
通
じ
て
持
続
可
能
な

建
築
の
在
り
方
の
追
求
へ

　
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
マ
ン
シ
ョ
ン
・
戸
建
て
住
宅

の
建
築
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
担
う
同

社
で
は
、環
境
負
荷
の
低
減
や
持
続
可
能
な
建

築
、災
害
時
の
地
域
社
会
へ
の
貢
献
な
ど
を
目

指
し
て
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
に
取
り
組
む
本
社
新
築
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
。コ
ス
ト
と
性
能
の
最
適
な
バ

ラ
ン
ス
な
ど
の
検
討
を
重
ね
て
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

強
化
型
の「
Ｎｅａｒ
lｙ 

Ｚ
Ｅ
Ｂ
」を
実
現
し
、

２
０
２
４
年
1
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
型
は
災
害
時
に
も
対
応

で
き
る
建
物
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
蓄
電
池
、E
V

充
電
器
な
ど
を
導
入
。災
害
時
に
一
時
避
難
場

所
と
し
て
社
屋
を
地
域
に
開
放
す
る
想
定
は
、

地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
い
う
社
是
に
基
づ
く
も

の
で
あ
り
、同
社
の
考
え
方
や
技
術
力
が
具
現

化
さ
れ
た
建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
新
社
屋
に
は
、同
社
が
事
業
と
し
て
推
進
し

て
い
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
外
断
熱
工
法
を

採
用
。開
口
部
の
高
断
熱
サ
ッ
シ
と
と
も
に
断

熱
性
能
を
大
き
く
高
め
る
と
と
も
に
、高
効
率

機
器
を
導
入
し
、Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
連
携
制
御

で
建
物
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
適
化
・
見
え

る
化
を
図
り
ま
し
た
。空
調
は
執
務
者
の
居
住

性
を
保
ち
つ
つ
省
エ
ネ
運
転
が
で
き
る
設
計
と

し
た
ほ
か
、天
井
を
ス
ケ
ル
ト
ン
に
し
て
開
放

感
を
生
み
出
す
な
ど
、社
員
の
快
適
性
と
省
エ

ネ
を
両
立
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
Ｎｅａｒ
lｙ 

Ｚ
Ｅ
Ｂ
実
現
の
た
め
イ
ニ
シ
ャ

ル
コ
ス
ト
は
増
加
し
た
も
の
の
、
建
物
の
性
能

が
向
上
し
、省
エ
ネ
技
術
・
設
備
に
よ
り
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
大
幅
に
削
減
。企
業
価
値
の
向

上
や
競
争
力
の
強
化
、将
来
的
な
法
制
度
対
応

の
先
取
り
な
ど
多
様
な
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、「
長

期
的
な
視
点
で
考
え
る
と
十
分
に
投
資
効
果
が

見
込
ま
れ
る
」と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、地
域
の

特
性
に
基
づ
い
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
実
績
が
豊
富
な

ほ
く
で
ん
に
Ｚ
Ｅ
Ｂ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
依
頼
。

　
「
新
築
計
画
の
段
階
で
は
建
物
の
仕
様
お
よ
び

空
調
・
給
湯
・
照
明
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
提
案
、加

え
て
補
助
金
申
請
に
伴
う
支
援
、竣
工
後
は
運

用
面
に
関
す
る
一
貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

と
っ
て
い
た
だ
き
、き
め
細
や
か
な
対
応
に
は
た

い
へ
ん
満
足
し
て
い
ま
す
。現
在
運
用
の
2
年
目

を
迎
え
ま
し
た
が
、プ
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
デ
マ
ン
ド
抑
制
の
た
め
に
行
っ

た
1
階
フ
ロ
ア
空
調
の
連
続
運
転
の
分
析
を
行

う
と
と
も
に
、今
冬
に
向
け
て
は
さ
ら
な
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
べ
く
、早
朝
か

ら
の
時
間
差
に
よ
る
空
調
機
の
立
ち
上
げ
運
転

を
計
画
し
て
い
ま
す
。今
後
は
断
熱
性
能
や
静

音
性
な
ど
外
断
熱
工
法
の
メ
リ
ッ
ト
を
含
め
、

自
分
た
ち
の
体
感
に
つ
い
て
も
顧
客
に
積
極
的

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
新
社
屋
に
対
す
る
注
目
度
は
高
く
、こ
れ
ま

で
に
も
多
く
の
見
学
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
ほ

か
、レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
対
す
る
取
り
組
み
を
地

域
に
発
信
す
る
イ
ベン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
実
現
を
通
じ
て
同
社
は
、こ
れ
か
ら

の
社
会
と
調
和
し
た
持
続
可
能
な
建
築
の
在

り
方
を
さ
ら
に
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

レジリエンス強化型

高効率ヒートポンプ給湯器を採用
シャワーやランドリールームも完備

屋上に設置された高効率電気ヒートポンプ空調室外機

社屋棟と隣接する倉庫棟の屋上に計110枚（49.5kW）の太陽光発電パネルを設置

駐車場にEV充電器を2台設置

太陽光発電の余剰分を蓄える蓄電池
万が一に備えて電力を確保

2~4階に備えるラウンジは社員の休憩室、
お客さまとの商談コーナーとしても幅広く
利用

ZEB化採用技術
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安心・快適に過ごせる機能を完備し
た有料の車中泊施設。館内のコイン
シャワーやコインランドリーなども利
用できます。

「RVパーク」

内
の
空
調
や
床
暖
房
な
ど
に
使
用
し
て
い

ま
す
。

　

白
糠
町
は
日
照
時
間
が
全
国
屈
指
の
長

さ
を
誇
り
、
そ
の
強
み
を
有
効
に
活
用
し
よ

う
と
太
陽
熱
集
熱
器
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
も
設

置
。
太
陽
熱
集
熱
器
に
よ
る
温
水
は
、
24
時

間
ト
イ
レ
の
手
洗
い
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
施
設
は
交
通
障
害
な
ど
災
害
時

の
一
時
避
難
所
と
し
て
の
対
応
も
想
定
さ
れ

て
お
り
、
太
陽
光
発
電
に
は
蓄
電
池
を
組
み

合
わ
せ
、
補
助
電
源
と
し
て
携
帯
電
話
の
充

電
な
ど
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
太
陽
光

パ
ネ
ル
は
、
年
間
を
通
し
て
安
定
し
た
発
電

が
見
込
め
る
垂
直
設
置
型
が
採
用
さ
れ
ま

し
た
。

　
４
〜
５
月
は
エ
ア
コ
ン
暖
房
を
使
う
こ
と

な
く
床
暖
房
の
み
で
運
用
し
、
十
分
な
暖
か

さ
を
確
保
で
き
た
そ
う
で
す
。
今
後
も
来
館

者
に
快
適
に
過
ご
し
て
も
ら
え
る
環
境
の
維

持
を
第
一
に
考
え
な
が
ら
、
気
温
や
天
候
に

合
わ
せ
た
設
備
の
適
切
な
運
用
を
検
討
し

て
い
く
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
に
よ
る
省
エ
ネ
効
果
に
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。

　

旧
施
設
も
人
気
の
あ
る
道
の
駅
で
し
た

が
、
新
施
設
は
そ
の
約
１
・
５
倍
と
な
る
年

間
来
館
者
数
75
万
人
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

休
憩
な
ど
に
立
ち
寄
る
通
過
点
と
い
う
従

来
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、「
何
度
も
行
き
た
く
な

る
道
の
駅
」「
目
的
地
に
な
る
道
の
駅
」へ
と

町
の
情
報
や
魅
力
を
発
信
し

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集
う
拠
点
に

　　

恋
問
海
岸
が
目
の
前
に
広
が
る
「
道
の
駅

し
ら
ぬ
か
恋
問
館
」
は
、
旧
施
設
が
建
設
か

ら
30
年
以
上
経
過
し
て
建
て
替
え
が
必
要

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
移
転
改
築
工
事
を
経

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
白
糠
町
の
情
報

や
魅
力
を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
の
機
能

を
強
化
し
ま
し
た
。
特
産
品
を
食
べ
る
・
買

う
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
情
報
発
信
コ
ー

ナ
ー
に
は
職
員
が
常
駐
し
、
観
光
情
報
や
人

気
の
高
い
ふ
る
さ
と
納
税
の
問
い
合
わ
せ
な

ど
に
対
応
。
観
光
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
な
ど
を
呼
び
込
む
仕
掛
け

を
取
り
入
れ
、
地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
の

役
割
も
担
う
施
設
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
海
に
面
し
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
魅

力
を
全
面
に
打
ち
出
し
、
施
設
の
設
計
に
反

映
。
館
内
で
は
太
平
洋
の
美
し
い
景
観
を
眺

め
な
が
ら
、
食
事
や
休
憩
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
屋
外
テ
ラ
ス
や
屋
内
・
屋
外
展
望

エ
リ
ア
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、
ト
イ
レ
や
サ

ウ
ナ
か
ら
も
海
を
見
ら
れ
る
造
り
が
好
評

を
得
て
い
ま
す
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
た
っ
て
は
、
省
エ
ネ

や
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
の
観
点
か
ら
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
に
活
用
。
年
間

を
通
し
て
安
定
し
た
採
熱
が
可
能
な
地
中

熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
館

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
で

快
適
性
と
省
エ
ネ
を
追
求

「
何
度
も
行
き
た
く
な
る
」

よ
り
良
い
施
設
を
目
指
し
て

白糠町の情報発信拠点として環境にも配慮

地中熱と太陽光を活用した
「道の駅」がオープン
「道の駅しらぬか 恋問館」が2025年4月にリニューアルオープン。

地中熱や太陽光などの再生可能エネルギーを利用した施設づくりに取り組んでいます。

「コラボほっかいどう」建物外観

協力ご

道の駅しらぬか 恋問館
〒088-0562 白糠郡白糠町恋問3丁目2番地1
https://michinoeki-shiranuka.jp/

本　   館 　 9:00～ 19:00
直 売 所　  9:00～ 19:00
テナント　10:00～ 19:00 (LO 18:30)
[休館日]　年末年始（12月30日～1月3日）

構　　造：RC造
敷地面積：18,165㎡
延床面積：1,919㎡

進
化
さ
せ
、
来
館
者
増
へ
と
つ
な
げ
て
い
く

考
え
で
す
。

　

海
を
望
む
景
色
や
地
元
な
ら
で
は
の
食

材
・
お
土
産
な
ど
、
観
光
利
用
の
来
館
者
の

満
足
度
は
高
い
よ
う
で
、
入
り
込
み
は
好
調

に
推
移
。
大
型
遊
具
な
ど
を
整
備
し
た
こ
と

で
特
に
週
末
に
は
多
く
の
家
族
連
れ
が
訪

れ
、
狙
い
通
り
地
元
の
利
用
が
増
え
て
い
る

実
感
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。「
来
館
者
の
声
に

さ
ら
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

新
た
な
企
画
や
情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
、

町
・
指
定
管
理
者
・
テ
ナ
ン
ト
が
連
携
し
て

よ
り
良
い
施
設
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　　

電化最前線

オートロウリュ式サウナを設置。海を
眺めながらリラックスできると好評で
す。波の音が聞こえる外気浴もおす
すめ。

「海の見えるサウナ」

遊ぶ「こっこパーク」

たこ、ししゃも、鮭など海産物をはじ
めチーズや鹿肉など白糠町の特産品
が充実。道東エリアのお土産もそろっ
ています。

買う「恋問市場」

各テナントが地元食材を使った幅広
いメニューを用意。「あずましリビン
グ」で味わえるほかテイクアウトも
OKです。

食べる「あずましリビング」

佐野 充勇 氏

[指定管理者]
株式会社オカモト 
地域共創・文化事業本部 
道の駅事業課長 兼道の駅しらぬか恋問館 館長齊藤 淳 氏

白糠町
経済部 経済課 商工係
係長

商用電源非常用発電機

地中熱
ヒートポンプ

直立式太陽光パネル

ボアホール
（100m×18本）

太陽熱集熱器

［夏期］外調機冷房

［冬期］床暖房

あずましリビング
ファミリースペース等

熱源フロー図

白糠町

直立式太陽光パネル：容量16.56kW（460W×36枚）太陽熱集熱器：集熱面積8.0㎡（2.0㎡×4台）

「子育て応援日本一」を掲げる白糠
町。大型の滑り台やネット遊具など年
齢に合わせて子どもたちが楽しめる
コーナーも。

小さな子どもも、体が不自由な方も、
安心して利用できるよう工夫を凝らし
ています。海を望む開放的な空間も
特徴です。

24時間トイレ
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寒冷地のヒートポンプ導入をお手伝いいたします。

北海道電力株式会社
バリューマーケティング部
エネルギーソリューション室
システム提案グループ
TEL.011-251-8072
E-mail:zeb-assist@hepco.co.jp

お問い合わせ

09ほくでんエネモールbiz MAGAZINE

採用ヒートポンプシステムの概要

暖房能力

冷房能力

ボアホール

74.0kW
100m×18本

74.0kW

24時間稼働する道の駅において、
年間を通じて安定した温度である
地中熱を利用した空調システムを
導入することで、省エネかつ快適
な空間を利用者に提供する。

ゼネラルヒートポンプ工業 社製
地中熱ヒートポンプチラー

機器に関するお問い合わせ
ゼネラルヒートポンプ工業（株）　
TEL.011-837-5101



環
境
へ
の
高
い
意
識
を
背
景
に
企
業

と
し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

取
り
組
み
を

事
業
を
活
用
し
た
省
エ
ネ
診
断
で

具
体
的
な
対
策
や
気
づ
き
に

　

北
海
道
が
実
施
す
る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
支
援
事
業
」

は
、
道
内
企
業
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

(

Ｃ
Ｎ)

化
促
進
に
向
け
て
、
取
り
組
み
可
能

で
効
果
的
な
Ｃ
Ｎ
化
プ
ラ
ン
の
作
成
を
支
援

す
る
制
度
で
す
。
ほ
く
で
ん
は
北
海
道
庁
よ

り
委
託
を
受
け
、
省
エ
ネ
診
断
な
ど
を
行
っ

て
参
画
企
業
の
具
体
的
な
Ｃ
Ｎ
化
プ
ラ
ン
を

作
成
、
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
度
の
同
事
業
に
は
15
企
業
が

選
定
さ
れ
、
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
佐

藤
水
産
は
そ
の
中
の
1
社
と
し
て
参
画
。
同

社
は
天
然
鮭
に
こ
だ
わ
っ
た
高
品
質
海
産
物

の
専
門
店
と
し
て
、
安
全
・
安
心
で
お
い
し

い
製
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
海

産
物
を
扱
う
だ
け
に
自
然
環
境
や
脱
炭
素
へ

の
関
心
は
高
く
、
こ
れ
ま
で
も
個
別
の
事
案

に
は
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
社
と
し
て

さ
ら
に
体
系
的
に
Ｃ
Ｎ
に
臨
む
意
欲
を
持
っ

て
事
業
に
参
画
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
事
業
で
は
、
同
社
の
サ
ー
モ
ン

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
第
二
工
場
・
冷
蔵
庫(

石
狩

市)

を
対
象
に
省
エ
ネ
診
断
な
ど
を
実
施
。

設
備
計
画
や
運
用
改
善
方
法
な
ど
を
検
討

し
、Ｃ
Ｎ
化
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
ま
し
た
。
同

社
の
伊
藤
専
務
は
、「
省
エ
ネ
・
脱
炭
素
の

プ
ロ
で
あ
る
ほ
く
で
ん
さ
ん
に
一
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
進
め
方
や
考
え
方
が

わ
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
収
穫
。
道
の
事
業

の
た
め
費
用
面
も
含
め
取
り
組
み
や
す
く
安

心
で
し
た
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

現
状
把
握
や
省
エ
ネ
診
断
の
過
程
で
社

員
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
に
参
加
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
具
体
的
に
脱
炭
素
や
環
境
保

全
に
対
す
る
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。
最
終
的
な
プ
ラ
ン
に
は
８
つ
の

具
体
的
対
策
が
あ
り
、
少
し
の
手
間
で
す

ぐ
に
費
用
削
減
に
つ
な
が
る
も
の
も
。「
指

摘
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
当
た
り
前
の

こ
と
と
し
て
見
過
ご
し
て
い
た
点
を
発
見

で
き
、
似
た
よ
う
な
改
善
点
が
ほ
か
に
も

あ
る
と
気
づ
け
ま
し
た
。
す
ぐ
に
で
き
る

こ
と
、
中
長
期
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
区

別
し
て
考
え
、
段
階
的
に
実
行
に
移
し
て

い
き
ま
す
」

　

同
社
は
今
後
、Ｃ
Ｎ
化
の
取
り
組
み
を
よ

り
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
考
え
で
す
。

「
企
業
と
し
て
は
経
営
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
も
両

立
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
長
く
続
け
ら
れ
ま

　

北
海
道
と
足
並
み
を
そ
ろ
え

１
０
０
年
企
業
と
し
て
Ｃ
Ｎ
実
現
へ

せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
Ｃ
Ｎ
に
対
す
る

取
り
組
み
を
発
信
す
る
こ
と
で
企
業
価
値
の

向
上
や
人
材
の
獲
得
、
取
引
の
拡
大
な
ど
、

広
い
意
味
で
会
社
の
利
益
に
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
、
今
回
の
対
象
以
外
の
工
場
や
店

舗
に
も
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
1
9
4
8
年
創
業
の
同
社

の
長
期
的
な
目
標
は
1
0
0
年
企
業
。

2
0
5
0
年
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
」の

実
現
よ
り
数
年
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。「
地
元
・
北
海
道
の
目
標

と
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
、
私
た
ち
も
脱
炭
素

経
営
企
業
と
し
て
1
0
0
周
年
を
迎
え
ら
れ

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

企業経営にメリットがあるCN化・省エネを支援

　アピールしたいのは、CN化に向けた省エネ
の取り組みは企業経営にメリットがあるという
ことです。省エネには義務的なイメージがどうし
てもありますが、実際にはコスト削減や財務イ
ンパクトなど企業経営に寄与します。そうしたこ
とを企業の経営者の方にもっと知っていただき
たいです。
　経営改善につながるという視点から、省エネ
診断などを踏まえて、多くの企業に省エネに取
り組んでいただくことを期待しています。そして、
作成した脱炭素プランをもとに、設備投資を

行うという次のステップに進んでいただければ
と考えています。初期投資が厳しい場合には、
道のほか国や各種団体などの脱炭素関連の補
助金をぜひご活用ください。また、脱炭素プラ
ンを作ると金融機関の融資の事業計画書として
活用することもできます。本事業に参画後、実
際に設備導入を行った企業があるほか、ほぼ
すべての企業に運用改善方法が提案されてい
るため、費用をかけずともできることは皆さんす
ぐに始めています。
　2050年カーボンニュートラルに向けてまず取
り組んでいただきたいのは、徹底した省エネで
す。法律も動いており、多くの企業が脱炭素に
さらに取り組まなければならない環境に置かれ
ると考えられますので、スムーズに取り組める
よう道としても情報発信や普及啓発をしていき
ます。
　また、CN化の推進はCSRなど企業PRに役
立てられるメリットもあります。そこでご紹介し
たいのが「ゼロカーボン・チャレンジャー」です。
この制度に登録すると企業が自ら脱炭素に取り
組むという宣言になり、企業PRはもちろん、入
札などの加点評価にもなるため、登録企業が増
えています。

人気No.1の「鮭ルイベ漬」

現状 省エネ化
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省エネ診断による削減ポテンシャル

北海道 経済部 GX推進局 
GX推進課

森田 裕規 氏

12.9%減

佐藤水産株式会社
専務取締役 

伊藤 寛祥 氏

環境に配慮した冷蔵庫と隣接し、切り身などの加工品を製造している第二工場

札幌・大通公園に面した「大通公園店」(2024年1月オープン)。
豊富な品ぞろえで観光客にも人気。脱炭素を意識してCO2冷
媒採用ノンフロン冷凍機を導入

　脱炭素に向けて「カーボンニュートラル
ファーストステップ支援事業」に参画

2050年「ゼロカーボン北海道」実現のために

佐藤水産株式会社は、カーボンニュートラル実現に向けた北海道の支援事業に参画。
環境保全の意識をさらに高め、脱炭素の取り組みを推進する契機になりました。
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北海道電力株式会社
バリューマーケティング部
エネルギーソリューション室
省エネサポートグループ
TEL.011-251-8073
E-mail:shindan@hepco.co.jp

お問い合わせ

省エネ、脱炭素計画策定をお手伝いいたします。

脱炭素ソリューション協力ご

佐藤水産株式会社
［本社］
札幌市中央区宮の森3条
1丁目5-46
TEL.011-621-6111

［診断施設］
サーモンファクトリー
第二工場・冷蔵庫
石狩市新港東2丁目15

日本政策金融公庫と道の連携による融資
※令和5年11月22日、制度創設

道発注公共工事における審査で加点評価
※令和7、8年度の競争入札参加資格審査で加点評価（道建設部、農政部、水産林務部）

道の委託事業（総合評価・プロポーザル方式）の審査で加点評価
※委託事業によっては、対象外の場合もありますので、別途ご確認ください

道の中小企業総合振興資金による融資

金融機関の貸付金利等や保証協会の保証料の優遇

道のホームページで登録事業所の取り組みを広く紹介

NEW

ゼロカーボン・チャレンジャーとは、2050年までに温室効果ガス排出量の実質
ゼロをめざす「ゼロカーボン北海道」（北海道知事が2020年に表明）の実現に
資する取り組みを、「宣誓し、実践する事業所」のことです。

登録無料「ゼロカーボン北海道」の実現に向けて
ゼロカーボン・チャレンジャーに登録しませんか

北海道 経済部 GX推進局 GX推進課「ゼロカーボン・チャレンジャー」
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/gxs/zcc_gaiyou.htmlお問い合わせ

排水処理ブロワ1台の停止

機械室ルームエアコンの停止

保管庫冷凍機の更新

蒸気ボイラのエコキュート化

エアコンプレッサの更新

デフロスト水槽熱源のHP化

電灯変圧器の統合

蒸気配管の断熱

21,900kWh

6,325kWh

153,642kWh

40,000L

-106,900kWh

17,540kWh

15,085kWh

2,663kWh

782L

11.7 t-CO2/年

3.2 t-CO2/年

81.9 t-CO2/年 

9.3 t-CO2/年

7.8 t-CO2/年

1.4 t-CO2/年

2.1 t-CO2/年

170.4 t-CO2/年

53.0 t-CO2/年

1

2

3

4

5

6

7

8

■省エネ対策と削減効果
項目項

合　計

エネルギー削減量 CO2削減量

登録のメリット
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